
第４部会（第２回） 

 

- 1 - 
 

第七次福井市総合計画審議会 専門部会 第４部会（第２回） 

■日  時：平成 27 年 7 月 23 日（木）13:30～15:30 

 

■場  所：福井市役所 第２別館２階 22（Ｂ）会議室 

 

■出 席 者：別紙のとおり 

 

■会議内容 

 

１．開会 

司  会 

ただいまから福井市総合計画審議会第２回専門部会、本日は第４部会を開催させていた

だきます。委員の皆さまにおかれましては、大変お忙しいところご出席をいただきまして、

ありがとうございます。本日、森岡委員より欠席のご連絡を頂いておりますので、報告さ

せていただきます。 

それでは、早速ですが審議に入っていただきたいと思います。これからの進行につきま

しては、島田部会長にお願いしたいと存じます。よろしくお願いします。 

 

２．審議 

   基本目標４「みんなが学び成長するまち」について 

【資料】・第七次福井市総合計画（案） 

島田部会長 

では、よろしくお願いいたします。それでは早速審議に入りたいと思います。まず前回

の審議内容の確認と、お手元の配布資料の内容について、事務局より説明をお願いしたい

と思います。よろしくお願いします。 

事務局（山田総合政策室長） 

総合政策室の山田でございます。よろしくお願いします。私の方から協議要旨等を若干

説明した後に、実際の資料の説明は担当からさせていただきたいと思います。 

今後の段取りの話を先にさせてもらいますと、今日もう１回、前回と同じように、この

第４部会にお願いしています「みんなが学び成長するまち」のこの政策、施策について、

自由にご議論、ご指摘等を頂きたいなと思っています。 

その後、出たご意見を部会長ともご相談しながら、どういう方向で、修正するべきとこ

ろはどうするかというのを相談して修正します。そして、今他の部会も同じようにご議論

いただいている中で、連携、関連するところもありますので、今度は部会間の調整会議を

９月ぐらいにさせていただいて、10 月に第２回目の審議会を開くというような段取りを

しています。 

そこで、この部会でこういうところが課題だとか、こういう方向にしたいとか、そうい

う話をしていただきます。また、いろいろと部会で出てきた意見は総合計画全体に関わる

ような話も若干ありますので、その辺もこちらの方で整理させていただいて、議論してい
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ただくというようなことで進めていきたいと思います。 

その後また部会を開いて、最終調整をしていくというような段取りです。今日はそうい

うことで、もう一度政策、施策のところを、いろいろな観点からご議論いただきたいと思

います。 

前回は、いろいろご意見をいただいたかなと思っていまして。基本的に共通するのは、

もう少し具体性があるような話になるといいというか、福井のことがわかるようなところ

が必要じゃないかというような意見でありますとか、人口減少社会ということで、教育の

視点で見てどういうことが言えるのかというような話もされていたかなと思います。それ

と、いったん県外に出て戻るというような話とか、県内でずっといるというようなところ

で、経験からいろいろなお話も頂きました。 

あと、教育という問題では、学校だけではなくて親とか社会とか、その連携とか、そう

いうところも非常に大事なので、その辺りの連携、あるいは巻き込むとか、つながりとか、

そういうところが１つ重要なのではないかと、そういうようなお話も頂いています。 

そういうもので重要なところ、ここに反映できるようなところには、黄色のところがポ

イントみたいな感じで、出た意見を資料に散りばめさせていただいています。こういうの

をもう一度見ながら、いろいろな観点でご議論をいただきたいと思います。 

資料の説明については、担当からさせてもらいたいと思いますので、お願いします。 

事務局（総合政策室 落合） 

落合と申します。それでは、今お手元に資料が政策 12、13、14として３枚あると思い

ますので、その点について説明させていただきたいと思います。まず、このそれぞれのペ

ージの一番右に、六次総をベースに、今、教育委員会で行っている事業を参考までに入れ

させていただきました。これは前回、どういったことをしているのかという具体性がちょ

っと見えないとかそういうお話があったと思うので、参考までにというかたちで入れさせ

てもらっています。 

では１枚ずつ説明させていただきます。まずこの施策 12なんですが、こちらは前回の

皆様方のご意見からポイントをいくつか拾ったんですが、やはり子どもたちのこれからの

将来像、どういった子どもたちを育てたいのかというようなお話があったかなと思います。 

例えば、福井の子どもは、あいさつがしっかりできるとか、自分の気持ちを伝えられる

力があるとか、そういったようなところのお話があったかなと。先ほどうちの山田から申

し上げましたが、普段先生とか関わりのある人以外の、個人や企業さんとの連携も大事で

あるというようなお話があったかなと思います。 

あと、現状・課題の下の方なんですけど、赤い枠でくくっているところが子どもに関す

る項目ということで、あとは学校のハードの施設とか、子どもの健康維持とかそういった

ことになってくるんですけど。ここの政策のタイトルが、「健やかで自立心をもった感性

豊かな子ども」という中で、そういった子どもに関する現状課題をうたっている項目が２

つしかなくて、かつ、ここに書いてあることも、１つ目の上の方の赤い枠で申し上げます

と、この「グローバル化に対応」とか、「コミュニケーション能力の向上」とか、「ふるさ

と教育」とかいう言葉があるんですけど、それは具体的にどこの施策でやるんですかとい

うようなところが、はっきり見えていないところもあるのかなということが１つあります。 

あと、政策で「自立心」とか、「感性豊かな」という言葉が出てきているんですが、施

策の方でも、42番と 44番に、「自立心」と「豊かな感性」という言葉が出てきていまし

て、政策でも施策でも同じことをうたっている状況があります。この施策の方に例示を挙
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げたようなかたちで、こういうふうな自立心とか、こういうふうな豊かな感性というよう

な、何かそういった具体性を伴うような文言を入れることができないかなということが１

つあるかなと思います。 

あと 44番ですと、体験活動があるんですけれども、こちらの体験活動は参考までに付

けました。今現在行っている事業でいいますと少年自然の家ですね。こちらで、アウトド

アといいますか、そういった活動の体験ということをやっています。それ以外にも参考ま

でに、こちらの体験活動を付けました。こちらに書いてあるような、小学校ぐらいから福

井の地元の企業さんの仕事を実際に体験してもらうとか、裁判や選挙などの社会体験、歴

史や文化体験もあります。 

そういったことを織り交ぜていくと、政策 12の中の施策グループが４つありますが、

めりはりがつき、かつその具体性が伴うようなかたちになるのではないかなと思います。

そこのあたりについては、また前回に引き続き、皆さんに深掘りしていただきたいポイン

トとして挙げております。 

次の 13の政策ですが、こちらは大きく生涯学習と生涯スポーツという２つの施策に分

かれています。前回、生涯学習につきましては、それほど皆さんからご意見はなかったの

かなと思っています。今回、国体というのが近々行われますので、その国体に向けたスポ

ーツとの関わり方、国体が終わりましたら、じゃあ、ここでもうおしまいじゃなくて、継

続性を伴うようなスポーツの楽しみ方ですね。 

ここに書いてあるスポーツというのは、する人、プレーヤーのことしか一応書いていな

いようなかたちになっています。委員さんからのご意見がありました、見る人、する人を

支える人、サポーター、それがボランティアというかたちになるのかなと思うんですけど、

そういったことがちょっとこちらでは見えてこない部分があるのかなと思います。そうい

ったところ、そのボランティアをどういうふうに継続させていくのかとか、あとサポータ

ー、やる人を支える周りの人、そういったことの仕組みづくりなんかを、この施策に盛り

込んでいただくような議論をしていただけたらなというのが政策 13でございます。 

最後の政策 14なんですけど、こちらは時間の関係もあって、前回あまり議論をしてい

ただく時間がなかったのかなとは思うんですけど。こちらが、主に歴史文化の文化財の保

護や保存とか、継承とかそういったことだったり、あと、実際にその文化芸術に触れると

か、自分で創作活動をするといったような施策になっています。 

政策 14の赤でくくったところで、「豊かな歴史文化、自然」と書いていますけど、自然

に関する施策のタイトルや文言がない状況なんですね。この参考のところの一番下に、自

然史博物館企画展開催事業ということをやってはいるのですが、見えないという、この参

考のところは実施計画で、総合計画とはちょっと関係ないといいますか、こちらには現れ

てこない部分なので、そういった自然に関する言葉というか事業というものを、もう少し

入れることができたらなというのが１つあります。 

あと、施策の上の 47番の方で、「歴史や文化遺産を継承し発信する」と書いてあるんで

すけど、ここの２行を読みますと、特段福井らしさといいますか、福井の特徴が見えない

です。最後に「福井の個性や魅力」と書いてありますが、じゃあ、その個性や魅力って何

ですかというようなこともあるかなと思います。そこの文言の中に、例えば今、県市を挙

げて取り組んでいます朝倉氏遺跡とか、養浩館などの歴史文化遺産を、よりつなげるとい

いますか、より発信していくというような、具体名を挙げつつこの施策に入れられないか

なとか、その他、ほかにも委員さんの方で何かそういったことがあれば、おっしゃってい

ただければ、それを施策の中で反映させていきたいなと思っております。 
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以上が、資料の説明です。よろしくお願いします。 

 

島田部会長 

どうも、ありがとうございました。 

それでは、今ご説明がありました、前回の審議内容の確認ということをいたしましたの

で、引き続き審議を始めていきたいと思います。なお、前回同様、ご発言されるときには

まずお名前からお願いしたいと思います。 

それで、前回は３つの政策ということで合意していただきまして、今回は、その一つ一

つの政策についての具体的な施策ということでご議論いただきます。前回ご意見を頂きま

した内容について、お手元の資料をご覧いただきながら、順番に進めていったらどうかな

とは思うんですけれども、いかがでしょうか。それでよろしいですか。 

それではまず最初、政策 12番の「健やかで自立心をもった感性豊かな子どもを育むま

ちをつくる」という、この政策に関する施策に関しまして、何かご意見を頂だければと思

います。 

齋藤委員 

子どもＮＰＯセンターの齋藤といいます。とてもいろいろなことをやっていただいてい

るんですが、ほとんど学校関係ばかりといいますか、どうしても市が皆さんに広く同じよ

うに施策をしようと思うと、学校を通じてということになると思うんですが、結構、福井

の学校は全国的に見ると恵まれているというか、私はすごく手厚い方だと思うんですね。 

どちらかというと、今、教育力というのが、おうちの方でかなり昔よりも落ちているん

じゃないかとか、それからおうちの方に何かのサポートが必要なんじゃないかということ

がすごく言われているとか、そういうことを感じるんですが。 

もちろん学童保育とか、実際面でもそういうことはあるんですけど、私も具体策を頭に

描いているわけではないのであまり提案にならないんですが、おうちの人が育つ、ご家庭

が育つような施策というのが何か考えられるといいなと思います。 

島田部会長 

今、ご指摘があったのは、課題のいわゆる学校、家庭、地域が連携してという、家庭の

そういうことですよね。 

齋藤委員 

そうですね。私は、昔子どもが小さいときに勝山に住んでいまして、途中で福井市に引

っ越したのですが。勝山なんかだと、小学校の運動会というと、おうちの人もお弁当を持

って出てきて、みんなが応援するとかそういう感じだったんですけど、福井に来たら、平

日に給食があって子どもだけがやっているとか。家と学校が完全に別というか、預けてし

まったら終わりみたいなそういう印象を受けたので。 

ただ、それが時代のニーズといわれれば、そうなのかなと思うんですが。何かもうちょ

っと、親御さんなり、地域なりを巻き込めるような方法というものを考えていけないもの

かなと思います。 

島田部会長 

今のご意見は、非常に大事な観点だと思います。施策の 42の方の、「子どもの自立心や

豊かな感性」というところの、何か具体的なところにもつながるような感じも受けるんで
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すが、いわゆる学校教育を充実するためには、そういういわゆる家庭や地域のサポートも

必要だということかなと思うんですが、そこら辺はいかがですか。 

事務局（東教育委員会次長） 

どうしても、12と 13と、仕事をやっている場所から政策が上がってきているので、お

っしゃるとおり少し縦割りになっているような気はいたしますね。 

ですから、もちろん子どもたちを育てるためには学校教育、家庭教育そして社会教育、

この３つが大事なわけですけれども、社会教育のところは、生涯学習の支援というところ

に来ているんだけれども、少しお互いクロスするようなことを何かちょっと表現を考えた

いと思います。 

齋藤委員 

すみません。 

事務局（山田総合政策室長） 

42 の施策の、参考の①と書いてある、「学校と家庭、地域との連携」というようなとこ

ろは、「地域に生きる学校づくり推進事業」とありますけど、これは具体的に何を言って

いるんですか。 

事務局（吉川学校教育課長） 

学校教育課でございます。今ほど齋藤委員さんからありましたように、確かに、地域と

学校とそれから家庭、これが密に連携しないと今の学校というのは成り立っていきません。

具体的に、今地域に生きる学校づくり推進事業というような事業は一応ありますが。 

例えば地域の方々を、ゲストティーチャーとして学校の方へ招いて授業に加わってもら

う。それからボランティア活動なんかについても、例えば子どもたちが学校で畑作業をし

たりとか、花植えをしたりとかいうようなときに、地域の方も入っていただいて手伝って

もらう。それから低学年の子たちですと、やっぱり着替えとか、朝来てからの本の読み聞

かせとか、そういったもののボランティアなんかにも一応地域の方に入っていただいてい

ます。そういったことに対するちょっとしたやっぱり保険を掛けておかないと、何か事故

でもあったりすると大変ですので、そういったことで地域に生きる学校づくりという事業

で実施しているのが、まず一部ございます。 

あと、ご承知のように小学校は集団登校でございますので、地域の見守り隊の方々に朝

はしっかりと見ていただいて、安心安全の状況をつくるという、そういったことについて

も取り組んではいただいていると。 

ただ、今おっしゃられるように、お父さん、お母さん方は働いていらっしゃるので、実

動をされる方というのは、どうしてもその地域のお年寄りが多いというのが現状かなと。

ただ、三世代の家庭が多ございますので、うちに帰れば誰かいるというようなことについ

てはいいなと思うんですけれども、なかなか、お父さん、お母さんに対する支援というこ

とになりますと、確かに、今のわれわれがやろうとしている中では、若干難しい部分があ

るのかなとは思っております。 

ただ、例えば中学校ですと、今学校祭なんかは、ほとんどの学校が土日に開催をするよ

うにして、やっぱりお父さん、お母さん方にも積極的にも見ていただく。それから、先ほ

どご指摘のあった運動会等についても、小学校については地区での大会の中で、小学生そ

れから中学生も交えた大会をする。それは５月ぐらいにあって、学校は学校の中で、また

子どもたちだけの運動会というかたちで秋口にやっているという学校も多ございます。で
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きるだけ、そういった地域の方々を取り込むような工夫は、どこの学校もやっているのか

なと思います。 

加藤委員 

ちょっといいですか。 

島田部会長 

はい、どうぞ。 

加藤委員 

今の関連になるかどうかわかりませんが、まず、この「子ども」という言葉は、施策

42、43、44にも出てきますね。これは、義務制までを対象にするのか、例えば 18歳以下、

20 歳以下までを対象にするのか。例えば青少年の育成会とか、市民会議なんかだと、18

歳ぐらいまでを対象にしているのではないかなと思います。今の 41とか、42といったと

ころ見ると、どうも中学生までのことをいってるのかなと思います。 

でも今、地域と学校と家庭が連携しないといけないというと、学校は小中を対象にして

も、地域には高校生も、家庭にも高校生はおります。特に運動会とか、今ありましたけれ

ども、中学生でもそうですが、高校生になるとほとんど出てこないということで。 

まず、この対象を中学生までにするのか。やはり福井市に入った高校生、高校生ばかり

でもありませんので、中学校を卒業して働いている方もいるので、そこら辺をどう整理し

てこれを捉えていいのかというのを、まずあらかたの方針だけ聞かせてほしいです。 

この職場体験学習でも、中学生までのこと、また高校生まで延ばせば、またいろいろキ

ャリア教育も違うと思いますし。44番にある、インターネットに関すると書いてありま

すが、小学校も含めて、特に中学校、高校と、今特にスマホに関するいろいろな問題や、

いじめとかそういったもの、犯罪にも巻き込まれているようなことも、あちらこちら報道

でもありますので。そこはどう整理していいのかなと。 

島田部会長 

いかがですか。 

事務局（東教育委員会次長） 

子どもという、この言葉の定義ということなんですけど、やはり市民の税金でやってい

る事業ですから、主としてはやっぱり義務教育課程を対象としていろいろな事業をやって

います。県は高校、大学というような、基本的にはそういうすみ分けですけれども。加藤

委員がおっしゃられたように、そういう施策の中で、高校生を青年として捉えてやってい

るようなものもございますけれども、学校教育、学童保育は、主要な施策は義務教育課程

という、学校教育に関してはそういうことなんですね。 

加藤委員 

地域とか家庭というと、小学生、中学生だけではないわけです。 

事務局（東教育委員会次長） 

例えば高校生が公民館へ来て、逆に中学生や小学生の面倒を見るとか、そういった活動

もどんどんやっていっているわけです。 

桶師委員 

私は婦人会の桶師といいます。社会教育というと、公民館などへ出入りしていただいて、
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お祭りごとなんかには、出入りする子どもたちにも、中学校にもそれから高校にも問い掛

けて、こんなのがあるからテントのあれをみんな手伝ってくれませんかというように声掛

けをしていっていると思います。今、選挙なんかも 18歳以上になると、大人並みのよう

な扱いになるので、やっぱり社会教育というのは高校生ぐらいまでかなと思いますが、い

かがですか。 

事務局（吉川学校教育課長） 

われわれの所管としては、どうしてもうちは小中学校という所管の中でしか、やっぱり

具体な政策はなかなか打てないのかなというのが正直なところなんです。 

桶師委員もおっしゃられるように、生涯体育とか、生涯スポーツとかということになれ

ば、公民館とか体育館とかを使う中で、当然これは高校生、大学生、もしくは大人も含め

た社会の中での取り組みは打てるのかなと。学校教育でとなってしまうと、どうしてもわ

れわれが高校教育に口を出すということは現状では難しいので、そこについてはまた今後

県とかでいろいろされるかなと。 

今、スマホなんかでも、県の方でもある程度そういったスマートルール的なことでやっ

ていこうというような運動もありますので。そういったことを受けながら、小中学校の中

で、もしくは家庭の中で、スマートフォンとか、コンピューターとか、インターネットの

使い方について、協議していくということはできるのかなとは思います。 

事務局（高柳生涯学習室長） 

生涯学習室ですけれども。福井市の場合は、ほかのところに比べて特徴があるのは公民

館なんですけど、各小学校区にあります。これは全国でも珍しく、小学校単位に公民館が

あるものですから、公民館ごとに特色を持った活動をしております。その中では、小学生

とか向けの活動、青年向けの活動、それからお年寄りとか向けの活動、それぞれ活動を持

っております。また、全体で三世代が交流するような、そういう活動も行っています。そ

ういう中で地区ごとに特徴を持った活動も行っているところでございます。 

事務局（山田総合政策室長） 

１つだけ、施策 44のこれ、主に青少年課がやられるということなんですが、この範囲

はどうなんですかね。中学生まで。 

事務局（堀川青少年課長） 

先ほど学校教育課長が申し上げましたように、インターネットとかスマホの問題につき

ましても、やはりうちの方が直接指導に行っているのは小中学校が主で、高校とかに行く

ことはまずありません。教育委員会として力を入れていくのは小中学校ということになり

ますけれども、ただ、青少年課はやはり青少年の健全育成ということが大きな目的ですの

で、対象としてはもちろん青少年ということで、30歳未満ぐらいまでを見ているかと思

います。 

事務局（東教育委員会次長） 

この案の作成に当たり若干調整するときに、市民の皆さんに分かりやすい表現というこ

とで、青少年にするのか、児童生徒にするのか、子どもにするのかちょっと悩んだんです

けど、いったんここは子どもということで統一させていただいております。 

加藤委員 

一応、義務制を卒業してからのことも少し含みがないと、福井で教育というのはそれし
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かないのかなというイメージしか湧かないので。県は県でやっているんだろうけども、県

は総花的に見てるから、市町村はそれぞれいろいろ課題や問題も違うので。福井市は福井

市としての、やっぱり多少の施策とまでいうかどいうかわからないけど、何かそういった

含みがないとちょっと落ち度があるのかなという感じですね。 

事務局（東教育委員会次長） 

ちょっと…、今度にさせていただきます。 

島田部会長  

そこはまたご検討いただくということで。 

齋藤委員 

今、スマホなんかの教育に中学校に行っていらっしゃるというお話だったんですけど、

それは子どもに対してということですか。 

事務局（堀川青少年課長） 

子どもも、もちろんですし。 

齋藤委員 

親世代にもということですよね。 

事務局（堀川青少年課長） 

保護者もいっしょに聞いてもらったり、あるいは教職員についても一緒に学んでいただ

く機会を設けております。やはり教員の方がスマホとかは遅れているというか、子どもの

方が進んでいるので、それをやはり理解していただくということも大事なので。 

齋藤委員 

スマホに限らず、いろいろなＳＮＳの仕組みとかそういうのに、どうしても大人の方が

臆病になるというか、子どもから習うみたいな。子どもに対して指導できなかったり、約

束できなかったりということがあって。 

事務局（堀川青少年課長） 

使い方についてはやはり、自分たちが撮った画像をむやみにアップしてしまって、消せ

なくなっていろいろな問題が起きたりとかという事例もありますので、そういったことに

ついては、警察の方でもひまわり教室というのを行っていまして、その場でもいろいろと

話はしていただいています。こういうことで事件につながったりしますよという危険性と

か、危険ドラッグの問題であるとか、そういったことは警察と市の教育委員会の方が連携

してやっているという感じです。 

齋藤委員 

私たちは、チャイルドラインという、子どもからの電話を受けているのですが、やっぱ

りネットに自分が嫌な画像をアップされたとか、そういう声が結構最近は増えているので、

大人の方も知識を持ってほしいなと思います。 

知識だけではなくて、この左側の下の方にある赤い枠で囲んである生活習慣とか、マナ

ーとかの規範意識というのは、大人がちゃんとしていないと、子どもはこれでいいんだと

いうふうに見て育ちますので、やっぱり子どもにだけ言っても駄目だろうなと思います。 

事務局（堀川青少年課長） 
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やはり家庭でもそういう問題意識を持っていただいて、家庭内でのルールを作っていた

だくということも非常に大事ですので、そういった指導も行っています。 

 

島田部会長 

ありがとうございました。今の、子どもとかその件についてはよろしいですか。 

事務局（東教育委員会次長） 

聞き出すと、終わらないですね。 

齋藤委員 

すみません。 

鈴木副部会長 

先ほどおっしゃられました、例えばこういう危険性があると。ちょうど僕は午前中に、

インターネットの危険性というセミナーに３時間ぐらい出てきたんです。危険性といって

も、５年前の危険性と、今直面している危険性と、５年後の危険性というのは推し量れな

いです。日進月歩ですよね。 

でも、ここで必ず抑止力になるのは個人個人の、ここで言うと自立心にあたるのかもし

れないですけれどもマナー、これは駄目だな、誰が何と言おうと自分で駄目だなと判断す

る、自己の判断力というのはすごく大事ですよね。 

うちの青年会議所の事業の中で、脱ワンワードという事業を、小学校１、２年生と親子

でやっているんです。この言葉遣いは使いやめようと。何かこうやって言ったことに対し

て、「ああ」「うん」、そういう言葉はやめようと。嫌なら嫌という、ちゃんとした言葉遣

い。そういう家族で交わしてほしくないキーワードを、お互い親も子どもも１個ずつ決め

て、それをルールとして守り合おうよということをやっています。 

それは小学校１、２年生でいいです。今度は３、４年生についてはこう、４年生につい

てはこうと。その親子間のルールというものがどんどん発達していくと、子どもの成長の

自立心につながるというか、そういう親子のマナーみたいなそんなのがあるといいかなと。

学校単位ですとかそういった、市役所としてそういう発信ができるのか僕はわからずに言

っているんですけど。家庭内で教育していくときに、お父さんもお母さんも、これを守る

よと。 

レストランなんかへ行くと、親子で、携帯電話でこうやってやっている。子どもらはイ

ヤホンを付けて。せっかく料理を前にして、みんながスマートフォンを触っているんです

よ。何だ、この風景はと思うんですけれど、たぶんあと５、６年後になったらこれは当た

り前になりますよね。そんな寂しい食事なんか絶対嫌だと思ったら、ちょっとでも家が改

善するそういうお互いのルールみたいな、そんなのがいいなと思いますけど。盛り込める

かどうかはわからないですけどね。 

事務局（堀川青少年課長） 

うちの課ではないんですけれども、生涯学習室の方で行っている、小学校１年生に上が

るお子さんの、就学前にご家族を呼んで親学講座をするというのがあるんですけれども。

そういった場を設けないと、なかなかそういう家庭教育というのは人が集まってこないん

ですね。 

どうしても、そういう人たちに聞いてもらいたいときには、新一年生でどうしても親も
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学校に行かなきゃいけないというときを狙わないと、聞いてもらえないという悩みがある

ので、なかなか家庭教育をどうやって進めるかというのは非常に難しい問題ですね。 

 

鈴木副部会長 

難しい。僕らは、例えば今うちでもやっているんですけど、必ずちょっと目にする家訓。

１日、ぱっと一目見て、あっと思うような。何でもいいんですよね、自分がぱっと思い出

したときに、ああ、こういうルールを決めたなとか。王貞治選手なんか、ずっと家訓を見

て自分を律したって。 

セミナーとかは、ぱっと１回で終わってしまって、明日には何を話していたかなとわか

らなくなっちゃうという部分もありますけど、そうじゃなくて、ああいうちょっとした家

訓とか、家族のルールとかは、親子間で本当にコミュニケーションを取って。ああ、守っ

ていないよね、じゃあ、罰金ね、というぐらい、お互い楽しく守れるような、大人が自分

で律することができるようなとか、そんなのを推奨していけるといいですよね。三世代も

生かせるということになると思います。 

島田部会長 

ご意見が出ましたけど、今は施策でいうと 44のところですかね。ネットの問題の解消

であるとかそういった。 

齋藤委員 

先ほど画像のアップという話をしましたけど、それは本当はちょっと前のブームで、今

はＬＩＮＥブロックとか、そういう外から見てわかりにくいいじめというんですか、そう

いうものの訴えが結構あります。 

そういうものは、今までとちょっと対応の仕方とかは難しくなっていると思うんですが。

ここに書いてある問題行動への対応というのは、何となく目に見えるかたちというのか、

そういうイメージなんですけど、最近のＳＮＳによるいじめとか、仲間外れとかそういう

ものは、やっぱり結構対応していらっしゃるんですか。 

事務局（吉川学校教育課長） 

ここに問題行動と一言で書いてありますけれども、今言われるいじめの問題ですとか、

そこから発生する例えば不登校とか、そういったことに対応するための対策としましては、

一応いじめ対策協議会を福井市も持っておりますけれども、そこでの協議を踏まえて、各

学校でいじめ対策基本方針というものを策定しております。 

目に見える、例えばからかいとか、当然そういったことは監察していれば、担任であれ

ば、先日の岩手の一件もありましたけど、ああいったかたちで本当は目に見えれば、すぐ

に管理職ぐらいまで上がって対応を考えていくんですが、ことネットの中の問題というの

は、本当に、なかなか顕在化しないかぎり教員としてもつかめません。子どもら同士もや

っぱり隠してしまうというところがあります。どうしても、そこは親御さんからの訴えと

いうのがわりとメインで来ます。うちの子がネットに嫌なことを書かれたみたいだとか、

お母さんが娘さんに、「それ、ちょっと見せて」と言っても見せてくれないです。だから

なかなか。 

親御さんにしてみたら、疑わしきはとにかく学校の方に言ってくださいというようなこ

とで、そういったことがあれば、学校の方でも担任を呼んで、こんなことを聞いたんだけ
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ど、お母さんが心配してるんだけどというかたちで掘り起こす中で、そういったことがぽ

ろっと出てくれば、そこでいじめ対策委員会に対応班をつくって、学校の中で、じゃあ、

どうしましょうと。 

場合によっては、よっぽど極端なことがあれば、例えばそういったわいせつ的な部分の

画像が出てしまったりということもありますので、そういったときには警察対応もありま

すし、われわれとしては弁護士で対応したりとかというようなことも実際にはやっており

ます。 

ただ、言われるように、やっぱり出てこない限り、顕在化しない限りなかなか難しいと

いうのは間違いないので。できるだけそこは、子どもたちなり親御さんにも、とにかく家

で心配なことがあったり、特にネットなんかで心配なことがあれば、どんなことでもいい

ので上げてくださいというようなことで言っております。 

それからあと、青少年課の方でもテレフォン相談とか、そういったことにも幾つか上が

ってきていますので、そういったことがあれば、われわれ学校教育課とも連携しながら、

学校でどうなっていくのというようなかたちはやっております。 

島田部会長 

一応、そういうことには対応できる体制はつくっているということですね。 

事務局（吉川学校教育課長） 

対応は、もう極力スピーディーにやらざるを得ないと僕らは思っていますし。やはり早

期発見。大事なのは未然防止が一番ですから、そこがまず一番しっかりしていないといけ

ないのかなとは思いますが。 

島田部会長 

なかなか見つからない。 

事務局（吉川学校教育課長） 

なかなかでも見つからないです。見つかったときには、もうかなりの問題になっている

ケースがやっぱり多いと思います。広がってしまうので。そこだけ削除しても、もうすで

にどこかで持っているとかね。そこは追いきれない部分は実際ありますので。 

島田部事務局会長 

今後は、そういうのを未然に防ぐためのいろいろな。 

事務局（吉川学校教育課長） 

そうですね。そこら辺については、またいじめ対策協議会なりの中で協議はしていきた

いと考えておりますので。未然防止ということが、やっぱり一番力を入れなければならな

いかなとは思いますけれども。 

齋藤委員 

いったん何か起こってしまったら、それはもう学校教育課さんの範疇じゃない気がする

んですけど。本当に警察にある程度委ねる。 

事務局（吉川学校教育課長） 

部分もやっぱり。そうならないためには。 

齋藤委員 
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その境界というのは、もうその辺にあってしかるべきかなと思います。 

総合計画策定会議（東教育委員会次長） 

教育委員会の方も、警察から職員に出向してきていただいてというような体制を取って

おります。この総合計画の中でその問題行動に対応というのは、非常にわれわれとしては

大きな課題として、施策もいろいろなものをあてているし、これからも拡大していくつも

りなんですけど、この施策の表現の中では、いじめ問題の解消を目指すとかそういう書き

方だけになっちゃっていますのでね。 

島田部会長 

今後の教育にも入ってくるいろいろなＩＴ化に対応して、いろいろな問題を未然に防ぐ

ような対策を取っていただくということで。 

それから、先ほど事務局の方から指摘もございました、政策の中でのいわゆる子どもの

自立心や豊かな感性を育むということに対して、先ほど鈴木委員の方からは、家訓みたい

なのがあってというのがありましたけれど。ここら辺で、いわゆる総合計画の中での福井

らしさといいますか、ここの教育部会ですと「みんなが学び成長する」という中で、福井

はこういう考え方で、いろいろな自立心や豊かな感性を育んでいるんだと言えるような特

色を出していけるといいなとは思います。 

事務局（吉川学校教育課長） 

福井市の学校教育の中心にありますのは、中学校区教育といいまして、１つの中学校区

の中にある小学校との連携ということです。まずは学習ルールの統一ですとか、生活ルー

ルの統一を小中間で進めていこうというのが１つございます。これはほかのところにはな

い動きなのかなと思います。そうすることで、子どもたちが１つのルールの中で９年間育

っていく。先ほどの加藤委員の意見からすると、もうちょっと上まで本当は行くといいん

だろうなと思うんですが。 

そういったこととか、あとは異学年交流というかたちで、上の子が下の子の面倒を見る、

もしくは下の子が上の子に見られることで、将来はこうなりたいな、あんなお兄ちゃん、

お姉ちゃんになりたいなとか、そういった気持ちとか感性とか、そういったものを培って

いく、そういったことは１つの大きな特徴なのかなと思います。これは保幼少連携とも絡

んでいますので、就学前の５歳児とか４歳児あたりから、小学校のお兄ちゃん、お姉ちゃ

ん、１年生の子と一緒に遊びながら、今度小学校へ行くとこんなことができるんだとかと

いうような気持ち、そういったものを育てていっているという部分はございます。 

もう少し具体的にそういったところを、先ほど自立心とか豊かな感性というのがダブっ

ているということであれば、少し具体的な内容で示すとよろしいのかなと思います。 

島田部会長 

そういった特徴が現実にあるということでしたら、そういうのを盛り込んでいただいた

方がいいとは思いますね。 

事務局（吉川学校教育課長） 

はい。 

事務局（山田総合政策室長） 

特に、今後この５年間に、そういうところを中心に取り組むというところも書き込みた

いと思います。 
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島田部会長 

あともう１点は体験活動ということで、今は自然の体験ということにとどまっていると

いうことですので、ここら辺は、小さい感性豊かな時期にいろいろな本物に触れるといい

ますか、そういった体験というのは非常に必要かなとは思うんですね。 

ですから、そういった中で教育的なものもあるかもしれませんけれども、いろいろな文

化的なものとか、これも福井ならではのといいますか、ふるさと福井を代表するような伝

統文化とか、そういったものにやはり小さいころから実際に肌で触れると、そういうとこ

ろで帰りたくなる福井といいますか、そういう愛着が生まれてくるのではないかなと思い

ますので。そこら辺はいかがでしょうか。 

桶師委員 

今月ですか、福井市の広報に載っておりますが、今おさごえ民家園が屋根のふき替えを

やっているんです。文化課がね。ふき替えの体験を見ませんかということで、体験は無料

ですが入場料は要りますと書いてありますが、あんなのも学校単位で見たり。私たちは近

くなものですからよく使うんですけれど、昔のお釜を使って、はじめちょろちょろ中ぱっ

ぱですか、あれを体験しながらご飯を炊いて。そして自分たちでかしいで、水がどれくら

いだという体験をしたり、おにぎりを握ったり、そういうのもやってます。 

だから、そういうのをもっとアピールして、今度おさごえ民家園で花火なんかもみんな

で見に行きませんかと、一般の人にも声を掛けたりしていますが。そういう楽しみをいっ

ぱい、こんなのでみんな楽しかったねということで、また大きくなって、卒業してどこか

へ行ったときにでも、今それをやるんだよ、みんな帰っておいで、祭りだよというと、帰

りたいなという気持ちもそれにつながっていくでしょう。そういう祭りごと、体験ごとと

いうのをいっぱいしていったら、もっと豊かな福井市にもなるし、つながりがあって、も

っと連絡を密にすれば、いいときになったときに帰りたいなという気持ちにもつながって

いくかなというようなことを思いました。 

島田部会長 

ありがとうございます。そういう地域ならではの活動ですよね。そういったところ。 

桶師委員 

福井市がみんな、朝倉の祭りなんかでも朝倉義景になったり、それから小さいお市の方

になったりという感じで、衣装を着てお祭りごとをやる。あれを自分の子どもにやらせた

いなとか、その楽しかった思い出をずっとつなげるような感じに、みんながしていったら

いいと思います。 

事務局（堀川青少年課長） 

教育委員会ではなく、市民生活部の方にまちづくり・国際課というところがありまして、

そこで、そういう地域振興の事業を助成しているんですけれども。やはり桶師さんがおっ

しゃられたように、地域、地域で特色を生かしたそういうまちづくり活動というのを熱心

に皆さんがされているので、その中にいかに子どもを巻き込んでいくかというふうにして

事業展開をされているので。 

この教育委員会の施策の中に、なかなかそれを盛り込むことは難しいのかなと思うんで

すけども。その地域、地域でそういう活動は皆さん方がしていますので、そこら辺が公民

館との連携という部分で、どういうふうにこの施策の中に盛り込むかというのは、ちょっ

とまた皆さんのご意見を頂きたいと思います。 
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事務局（山田総合政策室長） 

いろいろな、子どもたちに体験をしてもらうというのは非常に大事なので、こういうと

ころでわかりやすく作る中で、今回少年自然の家のことしか入っていませんので、言われ

るようなところは少し調整を、部を越えてでも必要があればここに書き足すことも考えた

いと思います。 

ダブることは、当然あると思うんですね。市民生活のところの、そういう公民館活動の

中でそれも入るしというのはありますけど、ここでもそういうのを見せていくということ

は必要だと思いますので。またいろいろ調整させてもらいます。そういうご意見がいっぱ

いあったということで。 

齋藤委員 

この１枚目と２枚目と、両方にまたがることなんですが、学校スポーツと生涯スポーツ

の在り方ですね。私の個人的な意見なんですけど、私は学校では基本的なことができれば

よくて、みんなが何かのスポーツを楽しむ雰囲気があって、垣根が低くて誰でも楽しめる

という環境があればいいと思います。 

もっと強くなりたかったり、それこそ世界に出ていくような、競技にどんどん出たいと

いうような人は、地域のスポーツクラブとか、小学校だったらスポーツ少年団とかがあり

ますよね、そういう地域でスポーツを、個人的に参加できるようなかたちがあって。学校

スポーツは、しごきの場とかそういうのではなくて。この間、学校のそういういろいろな

部活の事故でどれぐらい亡くなっているかとかという講演を聞いたばかりなんですけど、

やっぱり学校は、本当に楽しく参加する場であってほしいという気持ちがあります。 

ヨーロッパ型といわれるかたちなんですけど。あるいはアメリカ型だと、今度は学校の

部活というのが季節ごとにみんな違うんです。例えば夏に水泳をやっていた人が、水泳部

だった子が、冬になったらアメフトをやるとか、いろいろなことを１人の人がやっていま

す。 

日本は１つの、例えば野球部に入ったら、冬になって外が雪でも野球のトレーニングを

やるとか。そういう縦割りというか、そこら辺が日本全国どこへ行ってもそうなので、な

かなか福井だけが変わるというのは。きっといろいろな大会のカテゴリーとかも、全部部

活単位になっていて、そのために、例えばスイミングスクールですごく記録を持っている

子が、部活でないと中体連に出られないからといって、学校に部をつくったりとかいうこ

とも聞きますから、すごく難しいとは思うんですけど。 

限られたリソースを、ここに書いてあるようにめりはりをつけるということでいくと、

学校の部活もすごく力を入れて、生涯スポーツの方も力を入れてというのは、とても無駄

が多くて大変だと思うので、何かそこでうまくすみ分けできるようなかたちになっていけ

たらなと思います。 

島田部会長 

今、齋藤委員の方からご意見が出ましたので。次の政策のことで。 

齋藤委員 

と関係しているんですけど。 

島田部会長 

関係しておりますので。一応学校教育の立場から１つコメントを頂いて、次の方へ行っ
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てよろしいですか。 

事務局（吉川学校教育課長） 

確かに、小学校なんかは地域のスポーツ少年団なんかに、３年生、４年生になると自然

にしていく。中学校は今、福井市といいますか福井県の方としても、一応全員参加が基本

というようなかたちで、部活動の中でも子どもたちをしっかり見られる、いわゆる生徒指

導面としての側面も大事にしているという部分は確かにあるんです。 

ただ、一方で中学校の多忙感とか、多忙化という中のやっぱり一番大きな要因の１つは、

部活動というのがどうしても。夏場だと６時半ぐらいまでは子どもに付いていないと、そ

れこそ事故があったときにも対応しなければならない。 

だから、本当を言うと、今委員がおっしゃられるように、確かに本格的にスポーツで力

を伸ばそうと思えば、地区の方々で優秀な指導者がいるのであれば、そちらでやっていく

というのが１つあるし。現実問題、実際に学校の部活には所属せずに、地区の硬式テニス

なんかに所属されていらっしゃるというお子さんもいらっしゃいますから。その辺はなか

なか、じゃあ、福井市としてうちはもう部活は全部やめますとうわけにはいかないと思い

ますけれども。その辺は、またいろいろなかたちで何らかの方向性が見えるといいのかな

という気はしますが。学校教育としては、部活はやめてしまった方がいいとは、なかなか

言えないので。 

齋藤委員 

いや、結構先生方が大変ですよね。 

事務局（吉川学校教育課長） 

ただ、教員の中では、専門的にやっていらっしゃった方としては、やっぱり力を付けさ

せてあげたいというその思いがある先生もいらっしゃいますから。かといって、専門家で

はない方が部活動を持たないといけないという場合もございますので。その辺は、また今

後いろいろな話し合いの中で、例えば校長会ですとか、そういった中でも議題にしてくる

といいのかなとは思いますが。 

なかなか、一朝一夕に部活動をやめて地区に移そうというのは。理想なんですけれども。

やっぱり学校の中では、本当に楽しくやれて、実際にじゃあ、自分が日本一を目指すよう

なものについては、そういった専門家に付いてやるというのは、本当に理想かなとは思い

ますけれども。できるのであれば、できたらやっていただければ、学校教育としてはあり

がたいですね。 

桶師委員 

ですね。 

加藤委員 

今の問題ですが、逆に言うと、結構小学生まではスポーツ少年団は充実していると思う

んですが、各地区でチーム数とか競技数もたくさんあるので。中学校へ行くと、そこを卒

業しないといけないので、中学校へ行くと自分の校区に入りたいクラブがないというのは、

よくあるんですわ。われわれもよく聞くんですが、どこかに越境して行けないだろうかっ

て。それで教育委員会へ行くと、それはダメだと言うし。やっぱりその辺を。 

それとスポーツ少年団。それなら中学校になっても、地域でスポーツ少年団をつくれば

いい、生涯スポーツの中でね。そうすると指導者がいないとか、場所の確保とか、そうい
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った問題が出てくるので、その辺の学校の中での部活動と、地域の生涯スポーツのすみ分

けというのか、整合性がなかなかうまくいかないのかなと。 

齋藤委員 

でも、部活も結構そういうところがあって。ちょっと生徒数の少ない山間部とかそうい

うところに行くと、部の数は決まっていて、例えば小学校でサッカーをやっていたから、

サッカー部に入りたいといっても、ないとかね。チームスポーツは、女子はバレーで男子

は野球だけとか。その学校で部活が決まっているというところも結構聞くんです。 

桶師委員 

大きな学校でも、至民中学校なんかでも、卓球の先生がいないので、コーチがいないの

でということで、ないですよ。 

齋藤委員 

だから地域というのをもうちょっと広げて、例えば校区だけというわけではなくて、福

井市内に幾つかスポーツの拠点があって、そこである程度大人が参加してコーチとかいろ

いろな世話をする方がいて、いろいろなスポーツを楽しめるというのが理想ですけど、そ

んなことはなかなかならないというのは分かるんですけど。部活も地域スポーツも、いろ

いろな点で狭いエリアで考えるとすごく不自由だなというのはあると思います。 

加藤委員 

やっぱり聞くとわかるけど、スポ少は結構もう広域でやっています。生涯スポーツとし

て。 

齋藤委員 

ですよね。 

加藤委員 

ただ、学校教育、中学校になると。 

桶師委員 

学校教育というと難しい。 

加藤委員 

団体競技としては数が足りないという場合も出てくるし。野球だと９人いないといけな

いし、サッカーだと 11人いないといけないので。それが集まらないので、逆にできない

という場合もあるので。そこら辺のことを少しどこかに盛り込むような対策あるいは施策

として。実際、結構僕らもそういった質問とか悩み相談を受けています。 

事務局（吉川学校教育課長） 

そうなんですよね。実際問題、スポ少でものすごく全国大会まで行くような子らがいな

がら、中学校へ行ってその部活がないとどうしても、じゃあ、違う部に入ろうかという話

になってしまって。その辺は確かに、子どものニーズとか親御さんのニーズと合ってない

部分というのは本当にあるとは思っていますが。逆に言うと、地区、地区が優秀。 

加藤委員 

それとか、たまにあるのが、結構野球でも中学校でも硬式のクラブみたいに、いろいろ

何チームかあるね。ボーイズというんですかね。 
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小学校で一緒にスポーツ少年団をやっていて、同じ中学校へ行くんだけど、そこの野球

部へ入らないでボーイズへ行ってしまうと、今度中学校へ行ったら中学校の部員が足りな

いとか、こういった問題も出てくるんですね。これは教育環境としていいのかなという気

もするんです、この辺が。 

事務局（吉川学校教育課長） 

地区にいっぱい受け皿があれば、そちらでどうぞというふうにもいくのかなという気が

しますが。人に振ってはいけないなと思いながら。 

事務局（三上スポーツ課長） 

スポーツ課ですけど。実際、スポーツ少年団は小学校までと決まっていないんです。高

校までいてもいいんですけれども、中体連の大会に出るとかそういうことがあるので、部

活の方に行ってしまうというのが現状なんです。そういうのがなければ、今言ったように

いろいろな各種大会がそれぞれあれば、スポ少で続けていくこともできるんだと思います

けれども、そういう中体連、高体連というかたちでやってしまうので、部活動の方へ行く

のかなと。 

総合型のスポーツクラブというのもぼちぼち出来てきまして、これは確かに広域でやり

たいことをそのクラブに入ってできるというので、これはどんどん育成していきたいとは

思っております。 

加藤委員 

なかなか現実との乖離がだいぶあるんじゃないかという。 

事務局（三上スポーツ課長） 

相当難しいです。 

加藤委員 

いつの話かかわらなくなってしまうのでは。これ、今第七次ですよね。平成 29年、30、

31、32、33、この間にできるだけやってもらう必要があるし。そのためのこれは審議会で

す。絵に描いたものだけでは必要ないね。 

事務局（三上スポーツ課長） 

今すぐに転換できるものではないですね。 

島田部会長 

話題も次の 13の「市民が自主的に生涯学習や生涯スポーツを楽しむまちをつくる」に

移ってまいりまして、こちらの方に議題を進めてよろしいでしょうか。 

加藤委員 

もう終わってしまったような感じがする。 

島田部会長 

時間もありますのでまた。ここにも、事務局からご指摘があったようにスポーツとか

生涯学習への関わり方、今ご議論があったのは、いわゆる生涯スポーツということに対

する関わり方という、まさにそういうことなのかなと思うんです。一応学校を卒業して

しまえば、あとは就職したりすると、何らかの社会人クラブとかそういうところに所属

して活躍をしていくということになるんだと思うんですが。 

そういった中で、この下にも国体を契機にということが書かれてはおりますが。今の
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話ですとやっぱり学校教育でやるそういう部活というのは、いろいろなものを経験して

このスポーツはこんなんだという体験といいますかそういうことがあって、そういうこ

とを体験することでいろいろなスポーツの関わり方といいますか、自分がするという以

外の部分、サポートをしていくとか、そういったことも生まれてくるようにも思うんで

すが。ここには見るとか、するとか、支援するという言葉で表現はされていますけれど

も。ここらあたりの施策につきましてはいかがでしょうか。生涯学習とスポーツという

のがありますが、まずスポーツでいうといかがですか。 

現状としてはこれ、生涯スポーツの支援という意味では、具体的にどういうことをさ

れているんでしょう。いいでしょうか。 

事務局（三上スポーツ課長） 

生涯スポーツ支援、各種教室をやって、広く市民にそういう機会を提供するということ

はやっています。あと、いろいろな大きな大会とかが来るんですが、それに対して補助金

を出すとか、各スポーツ施設にポスターを貼って周知するとか、いろいろなことをやって

おります。 

島田部会長 

わかりました。これも福井型といいますか、福井だからこのスポーツとか、福井ならで

はの独自の取り組みというのは何かあるんでしょうか。 

事務局（三上スポーツ課長） 

福井市独特といわれるとちょっと思いつきませんが、福井市はこのスポーツがというの

は今のところございませんので。ただ、中央に福井市体育館とあと地域体育館があります

ので、これは福井市の特徴だと思います。あちこちで４館ありますけれども、ごく使いや

すいお値段で使えるようになっていますので、この辺がスポーツに親しみやすい環境をつ

くっているんじゃないかとは思います。 

島田部会長 

わかりました。いろいろな施設でスポーツの教室、テニス教室とかいろいろな、夜間で

も早朝でも開催していただいているんだと思いますので、そういったことを継続していた

だくことが振興につながることだと思います。 

あとはこの 45の生涯学習支援というここの施策については、何かご意見等ございます

か。よろしいですか。 

鈴木副部会長 

鈴木です。ちょっと先ほどの齋藤さんの意見で気になったことを。生涯学習や生涯スポ

ーツというところで、いろいろな施設とか助成金がありますよとご案内をいただいて、最

適化って必要じゃないのかなと最近思います。人口が減少しているのに、器ばかりがその

まま残っているというケースはあるんじゃないでしょうか。今、子どもの人口はどんどん

減っているのに、それを支援していくという器ばかり、組織ばかりをそのまま残そうとい

うところに固執しすぎていて。 

無駄な労力じゃないですけど、レスポンスっていいキーワードだなと思ったんです。福

井市が過去、今みたいな子どもの人口だったときもこういった組織がたくさんあったのか

といわれたら、たぶんそんなになかったのであれば、そのときに戻すというか、そういう

組織形態を見直すというのもこれの中の１つというか。子どもをどう育てるかというのも

もちろんあると思うんですけど、だから伝えたいことがどの組織で伝えたいかという発信
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源がたくさんありすぎて、どれを聞けばいいのかわからないという、そういうことにもつ

ながるのかなと。 

結局、落としどころは学校しかない。学校が一番の発信力を持っている拠点になってい

るみたいな。そうであったら、これを最適化していくというのはちょっと苦しい作業かな

と思いますけど、そういう観点も必要かなとちょっと思いました。生涯であるからこそ。 

事務局（東教育委員会次長） 

大きなところでは、例えば文部科学省は昨年学校規模適正化方針というものを出しまし

た。それは、１学年１学級になっていてかつ複式学級になっているようなところは、もう

統廃合をすべしというような。福井市にはそういう学校もございます。 

それは人口減少、子どもが少なくなっていく中で、いわゆるインフラも減築、減少して

いかなくちゃいけないという、おっしゃるとおりです。福井市では行政の全てのハード、

施設に対して、施設マネジメント方針というものを作りまして、今後どうしていくかとい

うのを計画しています。国の方も、そういう計画をすると少しお金を出すよというような

施策なものですから、そういう計画を作っています。一方で、小学校区単位に公民館があ

るというのが福井市の大きな特色になっていて、それが地域づくりにもなっているところ

もございますので、よいところは伸ばしていく、維持していくというところも必要だと思

います。 

もう１つ、組織のところです。高齢化していわゆる働いてない世代の人たちが増えてい

くとすると、例えば子どもの通学におじいちゃんが 10人ぐらい見守り隊で行くみたいな

ところは、やはり異常ですよね。それはやはり適切な組織というのを見直していかないと

いけないでしょう。一方で、伝統芸能の育成の担い手とか、子ども会の担い手とか、１つ

そういった担い手不足も生じてくるかもしれないという問題はあると思います。 

それはこの施策の根底として、常に費用対効果は意識しながらやっていかなくちゃいけ

ないことだと思います。今の段階で、この５年間の中でこれを減らすとかいうようなとこ

ろではないと思っていますけど。学校なんかも大規模改修というかたちで、耐震化工事は

終わったんですけど、コンクリート中性化の問題も出てきていますので、改修していかな

いといけないです。学校も例えば森田や明新や木田地区など、人口が増えていって教室が

足りないというところもありますので、それは地域ごとによって状況が違うというところ

もございます。 

齋藤委員 

先ほど生涯スポーツということで、体育館が市内に幾つかありますというお話だったん

ですけど、私のイメージだと、生涯スポーツで使う体育館は小中学校の体育館というイメ

ージです。結構皆さん小学校とか中学校の体育館を利用して、夜なんかにもう場所を取れ

ないぐらいみんな予約がわっと入っています。もちろんスポ少も使っていますし。そうい

う資源がすごくたくさんあるなというのは思います。 

大きな体育館というのは本当に大きな大会をするときには必要だと思うんですけど、も

っと身近なそういう学校というのが、今とても生涯スポーツの中で大きな役割を果たして

いるということを思いました。 

島田部会長 

確かに学校の体育館というのはいろいろな部活、地域の利用はされているとは思います。 

事務局（吉川学校教育課長） 
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小学校なんかもたぶん空いてないと思うんです。 

 

齋藤委員 

そうです、もう取り合いです。 

事務局（吉川学校教育課長） 

毎日毎日、日替わり、時間替わりで、もう必ず使われています。 

事務局（東教育委員会次長） 

地域体育館もなかなか、空いてはいないですよね。 

事務局（三上スポーツ課長） 

学校開放事業というんですけれども、本当に空きがないので、どこか空いているところ

を紹介してと言われてもないんです、実際ね。だいたい地域の方が主に使いますので、ほ

かからはなかなか入ってこられないということもあります。地域体育館はだから、広く福

井市全体の人でクラブチームをつくっている人がよく使われているという感じです。それ

を解消するのはなかなか難しいものがありまして。また検討していきたいと考えています。 

鈴木副部会長 

ということは、これについてはもう福井市内は充実しているとかいう話にはならないで

すか。もう毎日いっぱいで、市民のスポーツに対する意識も高くて、今ここを施策に挙げ

るというと、みんな楽しんでいるねという結果にはならないですか。財源的にほかの施設

を建てるわけにもいかんとかいわれると、どうするんでしょう。 

事務局（三上スポーツ課長） 

田舎の方の学校はやっぱり空いています。人口が多いところはいっぱいというのがあり

ます。ですけど、人口の多いところから田舎の方の学校へなかなか行きにくいこともあり

ますので、まったく全部が全部いっぱいということでもないんです。人口が多いところが

いっぱいということです。 

事務局（山田総合政策室長） 

あんまりいっぱいだったら、もっと増やさんと足りないというのがありますね。国体の

施設なんかが今後どう活用されるか、後の活用というのもありますから、そういうところ

を有効に活用してもらうとか、そういう流れにするという方法もありかもしれませんけど、

本当にもう空いてないというのなら、施設充実というのは１つの柱になるかもしれません。 

齋藤委員 

施設もですけど、指導者をしっかり育成していっていただきたいなと思います。 

事務局（山田総合政策室長） 

生涯スポーツの指導者。 

齋藤委員 

そうですね。例えば小学校、中学校を拠点にしたり、地域にスポーツの拠点をつくろう

としたら、やっぱり指導者が大事だと思うんですね。ここに、スポーツをするだけじゃな

くて、参加するとか支援するとかいろいろありますけど、それは指導者として参加すると

いうかたちもありだと思うし、指導者を育成するためにお金を使うとか、例えばその人た
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ちにちゃんと十分な保険を払うとか、そういういろいろなかたちで支援してあげたらいい

かと思います。 

事務局（三上スポーツ課長） 

スポーツ推進に関しましては、各地区スポーツ推進員がいらっしゃいます。主にニュー

スポーツの普及をされているんですけれども、こういう方がいらっしゃいます。あと、競

技スポーツになりますと、なかなかそちらまで指導者育成というのは難しいので、そちら

はまた競技団体の方が力を入れてやっています。昨年スポーツ推進計画というのを作成し

まして、その中でも指導者の育成というのは大事ということで、これも取り組んでいくこ

とになってはいます。 

島田部会長 

先ほどの各スポーツ教室を開催されているということですけれども、そういった際の指

導者というのはどういった方がされているんでしょうか。 

事務局（三上スポーツ課長） 

各競技団体は少年とか高齢者が対象なので、クラブの中というより競技団体の中にそう

いう資格を持った方がいらっしゃいますので、そちらが指導しています。あと、うちが直

接やる体操教室なんかは、専門家の体操を教えるインストラクターなどに指導していただ

いているということです。ど素人は指導できませんので、何とか探してきてやっていると

ころです。 

島田部会長 

スポーツ指導者の何らかの資格が必要なら、そういった資格支援、取得支援ということ

になりますね。 

事務局（三上スポーツ課長） 

そうですね。特に今、国体が来ますので、審判員が不足しているという話を聞きますの

で、各競技団体は今少し力を入れているところです。 

島田部会長 

指導者がその後また地域で活躍していただけるような、そういった体制をぜひ取ってい

ただければと思いますけれども。 

加藤委員 

今の競技団体にもいろいろあるので、これは入れるなら体育協会育成事業とかどこかそ

のあたりに、国民体育大会のことも書いてあるので、育成とか支援とかを書くのもいいか

もしれないと思います。ただ、競技団体によってはもう大人も子どもも１本での競技団体

もたくさんあると思うし。例えば底辺が広いバレーボールだと、バレーボール連盟があっ

て、その中に一般のバレーボール協会もあるし。ソフトバレーは入ってないな、シルバー

が入ってないな。 

事務局（三上スポーツ課長） 

シルバーは入ってないです。 

加藤委員 

それとか小学生バレーボール連盟とかがあるので、そうやって結構充実している競技団

体もあるし。そうすると、小学生バレーボール連盟だとまだ子どもの指導者になっても十
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分にやっていけるけど、ほかの団体では自分たちがやるのが精いっぱいで、子どもにまで

指導できないというところもあります。そういった団体によっては差があると思うので、

そのあたりをもう少し支援していただけるといいんじゃないかなと思います。 

事務局（三上スポーツ課長） 

スポーツ少年団につきましては、もう母集団の育成から指導者までいっぱいメニューが

ありましてやっているんですが、確かに競技団体の中でもサッカー、バレーとか、今委員

さんが言われましたが、そういうところは結構少年からずっと上まで部門分けしてなって

いる組織もあります。指導者育成というのは今ある課題かなとは思っています。 

加藤委員 

結局、そういう団体の底辺がやはり広がらなくて。 

事務局（三上スポーツ課長） 

そうです。子どもから大人までずっとできるスポーツというのは、やっぱり強いところ

があります。ニュースポーツはどっちかというとこれらの方に偏る傾向がありますので、

難しいかなと思います。 

加藤委員 

そのあたりも一度検討していただければ。 

事務局（東教育委員会次長） 

委員長、ここの 46番の文章が前のようにもう少し具体的に書けるといいので、今頂い

たような多様な参加機会をつくるとか、指導者を育成するとか、多様な関わり方とかいっ

たところを文章の中に加えて、政策の文章とめりはりがつくように工夫を考えたいと思い

ます。 

島田部会長 

よろしくお願いいたします。 

加藤委員 

もう１つ、これ、市民体育大会というのは文言として入れなくてもいいんだろうか。毎

年市民体育大会をやっているのですが。 

事務局（三上スポーツ課長） 

福井市のこれは１つの文化ということで、いいんじゃないですか。 

加藤委員 

何か、形骸化しているような感じがするので。僕は何年も見ているけど。 

事務局（三上スポーツ課長） 

形骸化は形骸化なんですけど、これだけずっと続けてきていますので、もう５月になっ

たらありますよということで、これは特別ここに書くまでもなく。 

加藤委員 

ただ、僕はイメージとしてしかわからないけど、アンケートを取ったわけでもないけど、

１人で３つ、４つ出る人もたくさんいるんじゃないかなと思うんだけど。そうなると、本

当にこんなのでいいのかなという気もするんだよね。 
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事務局（三上スポーツ課長） 

これだけ大きな競技をやっている市は、福井市しかありませんし。 

加藤委員 

逆に苦情が出るのは、２つ登録して一緒の日になっているというのがあるんだね。 

事務局（三上スポーツ課長） 

それは雨で流れるとよくあるんです。 

加藤委員 

だから、そんなのでいいのかなという気もするんだけど。 

事務局（三上スポーツ課長） 

競技もいろいろと考えないといけない時期に来たのかもしれません。また体育協会と話

をする機会を持ちます。 

加藤委員 

各地区いろいろ、それぞれに悩みを持ちながらやっているんじゃないかなと。選手集め

にしても。 

事務局（三上スポーツ課長） 

もう 66回ですね。 

加藤委員 

特にこの前の２部なんか、ほとんど東藤か東郷、どっちかがいつも優勝するだけで、こ

こずっと 20年も 30年もどっちかが優勝しているだけで、本当にあんなのでいいのかなと

いう気もする。多少は競い合うという気持ちもないと、本当に形骸化していってしまうと

思う。 

やっぱり地域同士の競争心というものも多少ないと、それが地域の愛着につながると思

うし。そのあたりがちょっと引き出されていないような気がする。最初はあったと思う、

あそこには負けられないとか。 

事務局（三上スポーツ課長） 

もう、だんだん自然に順位が付いてしまったところはあるかもしれません。 

加藤委員 

もっと細かいことを言うと、去年私は走り幅跳びに出た、この年で。そしたらほかの地

区の人も２人出ていて、ちょっと話す機会があったので、何かスポーツをやったことがあ

るのかと聞いたら、何もないと言うんです。体振の役員になったから、出るだけ出るんだ

と。失礼な話だけど、あんな幅跳びで１メートル 50とか２メートルで、男の人はそれで

終わっているんです。これで本当にスポーツとしていいのかなという気もする。 

事務局（三上スポーツ課長） 

それは私も思います。陸上ですよね。 

加藤委員 

陸上。幅跳びだって。 

事務局（三上スポーツ課長） 
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危ないですよね（笑）。 

加藤委員 

砂場までは何とか届いたけど（笑）。 

事務局（三上スポーツ課長） 

最後まで走られるのかなという人も走ったりしますので、僕もあれはちょっと危ないな

と。 

加藤委員 

それと、失礼だけど相当年齢差があるよね。やっぱり若い人が次々と出てこないので、

危ないなというのもあるんだって。熱中症は大丈夫かと思うときもあるので。 

事務局（三上スポーツ課長） 

あれは点数が高いので、どうしてもみんな出るんですよ。あれもちょっと。 

加藤委員 

だから点数のためにただ、１人出せばいいというのではいけないと思う。 

事務局（三上スポーツ課長） 

危ないのは危ないと。 

加藤委員 

スポーツだから。 

事務局（三上スポーツ課長） 

今年１年休みましたので、来年はちょっと。 

加藤委員 

陸上だけじゃない、ほかの団体競技や個人競技でも、本当に初めて出る人もいる。 

事務局（三上スポーツ課長） 

参加点を取りにくるというね。 

加藤委員 

そうそう。だからそれが本当に本来の姿かなと思うんだって。ただ参加点が欲しいため

に出ていくというのは。 

事務局（三上スポーツ課長） 

ちょっとそれのやり方も１回。 

加藤委員 

内部でちょっと協議しないといけないと思うな。 

事務局（三上スポーツ課長） 

運営委員会もまた 11月にやりますので、それまでに見ていきます。 

加藤委員 

やっぱり市の一番大きい体育の陸上だというんだから。ここに全然文言もないというの

はいいのかなという気がするんだってね。これ、もっと充実して大きく展開していかない
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とあかんと思うんだって。生涯スポーツの。 

事務局（三上スポーツ課長） 

かなり大きくなりましたよ、ニュースポーツをいっぱい入れていきまして。もうこれ以

上増やすのは無理じゃないかなというほどです。 

加藤委員 

そこら辺の競技のこともいっぺん検討して。 

事務局（三上スポーツ課長） 

はい。 

島田部会長 

そこら辺は運営上の課題だと思いますので、よろしくお願いいたします。 

時間もあれですので、14番の政策に絡めた施策 47、48についてご議論いただければと

思うのですが。 

齋藤委員 

私が関係している団体が、昨年おもてなし観光課かな、そことコラボして、足羽山の青

松園というところで子ども向けのイベントをやったんです。青松園の管理人さんという方

が非常に、よく言えば厳格で、悪く言うともう子どもなんか来なくてもいいという感じの

人だったので（笑）。そうなんです。子どもは汚すから入ってほしくないとか。 

そこで小さい人形劇をやって、子どもにそれを見せるというのをやったんですけど。せ

っかくいろいろなそういう文化財とかちゃんといいものを福井に持っているのに、それを

生かしていくとか使うというソフトの面が全然充実していなくて。たぶんその管理人さん

は、私らが想像していたのは、きっと福井市の偉いさんがお辞めになってやっていらっし

ゃる方とかそういう、きっとあんまりお商売とかには向いてない方なんだろうなという感

じで、みんなで話ししていたんですけど。 

せっかくあるし、それを市民みんなが使っていこうよというときに、気持ちよく使って

もらうような体制を整えてほしいです。お金を掛けてという意味ではなくて、本当に管理

していらっしゃる職員さんとか管理の方のおもてなしの気持ちといいますか、そういうと

ころが少し足りないと去年思ったので、ぜひその辺を充実していただけたらと思います。 

その青松園ですが、私たちが使ったのは座敷の方だけなんですけど、奥の方がすごくか

びがびっしりで臭くなって、とても子どもなんかこんなところに入れられないわという感

じだったんです。もうちょっと、せっかくの建物があまり管理状態はよろしくないんでは

ないかと思うので、お願いします。 

事務局（東教育委員会次長） 

すみません、教育委員会の文化財、企業局の施設ではあるんですけど、動態保存という

考え方ですので、使って生かしてこそ文化財は生きるという考えで逆にわれわれはおりま

す。養浩館庭園にしても、もちろん文化財を棄損してはいけない、みんなで文化財を守ら

なくちゃいけないんだけれども、使われてこそということがありますので、企業局の方に

はこういう話があったと伝えておきます。 

齋藤委員 

たぶん聞いているとは思います。 
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島田部会長 

今のご意見のように、ここの事務局からも前回の議論のところでありましたけれども、

やっぱり福井といえばということで、何か目玉といいますかこういう施設があると、そう

いうのはいろいろな市民が気楽に使えて、しかも古き良きそういう文化遺産、環境をいつ

でも体験できる、そういったことが福井に戻ってくるといいますか、福井への愛着という

ことにつながると思います。 

そういう維持管理という面もありますけれども、特に利用のしやすさとかアクセスのし

やすさですね。私もまちなかで、お年寄りの方でしたけれども、養浩館庭園はどこですか

と聞かれたことがあるんです。日本庭園としてはホームページとかでも結構上位に入る庭

園ということですので、もう少し宣伝してもいいのかなという気はいたします。一乗谷は、

いろいろなＣＭで使われたということでかなり知名度が上がったとは思いますけれども。 

そういう意味で、これだけではないと思いますので、福井のもう少しいろいろなものを

掘り起こして、トータルで福井というのが見えるようにしていかないと。今はどちらかと

いうと、ブームのせいもありますけど恐竜一色になりつつあります。実際に来ればやっぱ

り、今も県庁の福井の城跡とか、そういったいろいろなものが細かいところを見ていけば

ありますので、そういったところを継承し発信するという具体的なのはそういうことかな

という気がするんですけど。委員の先生方はいかがでしょうか。 

鈴木副部会長 

僕はちょっとむちゃを言うかもしれないんですけど。福井でどれだけ一乗谷が全国的に

有名になっても、名古屋の清洲城とか、結局織田信長に負けたことを僕らは知っているの

で、それに対して朝倉遺跡、一乗谷と胸を張って言えるのかといわれたら、胸を張って言

える人もいれば言えない人もいるでしょう。 

でも、あの朝倉遺跡の朝倉孝景の人物像というのを、ここにいるメンバーすらどれだけ

知っていますか。朝倉義景がどんな人で、なぜ一乗谷に城を置いて、館を置いたのか。そ

ういう時代背景じゃないですけど、その個人を好きにならない限りは、たぶん朝倉遺跡な

んてあるだけになるんじゃないかなと思うんです。 

松平春嶽公がどういう人で、どんな考え方を持っていてと。由利公正を雇用したとか、

そういう話は知っていますよ。でも、あの人が何を考えて福井城に拠点を置いてとかそう

いうことも。人物像を見てその人を好きになって、いやいや、織田信長もいるかもしれな

いけど、朝倉孝景はねと言えたらいいなと思うんですよね。この福井のところにはそれが

なくて、井戸がたくさんありますよねとか、当時は板ぶきがほとんどなかったのが板ぶき

の屋根がたくさんあってと、それは誇れるかといわれたらなかなか説明しづらいなと。だ

から人物像を追い掛けるような歴史を何かしてほしいなと。 

福井県にありましたよ、何でしたっけ、あの漫画。１回、２回しか拝見してないんです

けど、図書館にちょっとある。 

事務局（山田総合政策室長） 

市がつくった歴史コミックの。 

鈴木副部会長 

市でしたっけ。春嶽公が載っていて最後に橘曙覧さんも載っているような。 

ああいうふうに、ああ、人物ってこうなんだといったら、ちょっと１つ福井の歴史に興

味を持って、他県の人にも、こんな人がいてさ、と言えるかなと。そういう人物をなぞっ
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た歴史というのも何かつくってほしいなと。 

事務局（山田総合政策室長） 

いいですね。どういう方法でやるかは別にして、そういう朝倉関係もそうですし、幕末

のその辺のいろいろなものもありますね。今、流れとして大河ドラマに何か打ち出せない

かという話も別のところではしているんですけれども、そういう人物みたいなところをち

ゃんと、遺産を継承するのもいいんですけど、人物を伝えていくというところも、やって

ないことはないので、その辺をもうちょっとクローズアップすることは重要な視点だと。

それが物ばかりじゃないですね、そこへ行ってもわからないという。 

鈴木副部会長 

これもまた僕ら福井青年会議所のちょっと内輪の話になってしまうんですけど、あと２

年後に城下町シンポジウムという、全国の城下町の会員をずらっと一堂に集めるようなイ

ベントを計画しているんです。もう誘致は決まったんですよ、やろうというのは決まって。

あと２年後の 2017年にやるんですけど、福井って敗北の歴史しかないんです、結構。松

平春嶽公は確かに敗北では全然ないですけど、結果じゃあ、どうなのかといわれたら。 

そのときに、この前福島県に行って、何でしたっけ。 

桶師委員 

白虎隊。 

鈴木副部会長 

白虎隊の話なんですけど。たとえ死のうとも不忠には生きずみたいな、義に死すとも不

忠に生きずという、そんな言葉があったと思います。それってすごいなと。負けにも美学

があるなというのを、もしかしたら福井県のキーワードとしてぱっと発信していけたら、

負けてさえ誇れるのかなと思ったんです。 

桶師委員 

あそこの人たちは本当に歴史をすごく勉強していて。私もそこへ行ったんです、そうし

たら、越前に裏切られたからああなったと今でも言うんですよ。何でというんですけれど

も。そういう具合にしてずっと歴史を勉強しているというのは大切だなと。 

今、知事が言っていることに、「『竜馬がゆく』というのには竜馬はどこへ行ったと書い

てあります？知っていますか？」ということで。福井へ行ったんですよということが書い

てあるんです。「竜馬は福井へ行ったんですってね」「福井って素晴らしいところですか？」

というようなことも、全国大会に行ったときに聞かれました。 

素晴らしいですよ、と言うにも歴史のことをわかってないんですけれど。ということで、

さっきの春嶽とかそういうものの勉強の学問の場所であったということだけしか知らな

いので、みんな本当にそういう歴史をもっと勉強するべきだなというのを痛感しました。

なので、そんなことも教えながらみんなにアピールできると、全国にアピールしていける

し、こんな誇れるところだよということで、今の学校の地位が高くなっているのもそれの

せいかなという感じで、つながっていけるのではないかと私も思います。 

島田部会長 

貴重なご意見だと思います。 

齋藤委員 
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でも私は、そのこと自体は決して悪いとは思わないんですが、それでアピールするかと

いうと、あんまりアピールするとは。 

桶師委員 

でも、聞いて質問に答えられないというのが、私たち福井県人として、そうです、こん

なんですよ、こういうところ。 

齋藤委員 

そうなんですけど、だいたい歴史に興味があったり歴史が好きという方は、ある程度一

定年齢層以上の方が多いんですね。若い子とかは。 

桶師委員 

今、歴女ってすごくはやっているんですよ。 

齋藤委員 

それはそうなんですけど、それでも全体として見るとやっぱり一部なので。それをゼロ

からブームを起こそうというよりは、私がもし何か今福井をアピールしたいと思ったら、

かるたとか。『ちはやふる』って、何年か前からブームなんですけど今度映画化されると

か。作者も福井の方ですし、福井はすごくかるたが強くていろいろなクイーンとかが出て

いますよね、名人戦なんかに出る方とか。若い人とかも『ちはやふる』なんかは漫画なの

で結構よく知っているし、そういうところアピールしたり、この間『天皇の料理番』で。 

桶師委員 

徳蔵さん。 

齋藤委員 

あの方があんなに福井弁をいっぱいしゃべってくれて。そういう、わりとみんなに受け

入れられやすいところからアピールすればいいのにとすごく思うんですけど。そういうも

のに名前がばっと知れわたってからまた、じゃあ、朝倉氏はこんなんだったんだよという

のはあるんですけど、最初から朝倉氏といっても、なかなかあんまりアピールしていかな

いんじゃないかなというのは思います。 

島田部会長 

今のご意見は、施策でいうと 47が先か 48がというのは。 

事務局（東教育委員会次長） 

朝倉遺跡も、白い犬のおとうさんというだけでどっと人が来ましたからね。そういう受

け入れやすいところからきて、中世の遺跡としては、中世の山城と城下町がセットでその

まま残っているのは日本でここしかありませんから。そういう売り出し方を、今後県も観

光新戦略の中で、新しい博物館を造るんだというところまで来ましたので、新幹線福井開

業のあたりまでにはかなり整備は進むと思いますし、そこのところは福井市としても大き

な誇りにしていけると思います。 

今ご指摘のところは、前ページのところに「郷土学習の充実」というのを生涯学習の中

で謳っておりますが、いわゆる市民が子どもからお年寄りまで福井のことを語れるという、

そのためにはこの中でも郷土学習をやっていますし、社会教育の中でもやっていますし、

この歴史文化の中では例えば博物館の事業でもやっています、そういったところでそれは

強く進めていく必要があると思います。 
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島田部会長 

それは今もいろいろな皆さんの、市民ならずも国民の興味が多様化していますので、や

っぱりいろいろな方面から充実していくということでお願いできればなと思いますけど。 

事務局（東教育委員会次長） 

47 のところの施策は、どうしても歴史文化ごとですときれい事になってしまうので簡

潔にしたんですが、もう少し特徴のところを見える化できるように、あるいは今ご指摘の

ような、市民が学ぶとかストーリーとして発信するとかいったところをもう少し吟味させ

ていただきたいと思います。 

事務局（山田総合政策室長） 

こういう話は観光の部分とも絡むので、全体としては。 

鈴木副部会長 

私は坂井町で育ったんですが、実際福井市で立志式ですか、15 歳になったらという。 

桶師委員 

はい。中学校。 

鈴木副部会長 

そんなのがあったんだと思って。春山公民館、あそこは語り部協会の方が出入りしてい

るんですね。僕は青年会議所として行って、歴史教育をちょっとやりたいんですという話

を館長としたら、じゃあ、子どもたちに歴史を教えてくれと。え、歴史の語り部協会の人

がいるので、あなたからしゃべったらいいんじゃないですかと、ミヤモトさんでしたか、

ちょっと名前を忘れましたけど、その方に言ったら、「いや、違うんだ」と。子どもから

は、20代、30代の人から言ってもらった方がたぶん伝わると。僕らはおじいちゃんにな

っちゃったから、おじいちゃんから子どもらに伝えても伝わらないと。だから俺らはおま

えらに伝えるから、その伝わったことをおまえらなりの言葉でやって教えてくれと言うん

ですね。この伝えるというか。 

なるほど、そういう取り組み方もあるんだと。一生懸命勉強して何回も行ってやったん

ですけど、それを聞くとやっぱり面白いなと。取り組み自体は本当にささいな取り組みだ

ったのかもしれないですけど、この地場にこういう立志式というのがあって、全中学校で

やられているんですかね。それに対して、ただ単に立志式を終えるんじゃなくて、これの

意味とか、これをわれわれ 30代、40代がどうしてかというのを話ししたりして、それを

僕らは今こういうことを伝えたいんだという人から逆に教えてもらうという、そういう流

れをつくってこうやって話していくと、僕らも福井県のことに対してすごい興味を持つと

いうか、そんな流れがあると面白いなと思うんですけど。 

島田部会長 

福井の人は別に何も、普通に思っているのかもしれませんけれども、ほかから見るとそ

ういう特徴がやっぱりありますから、そういったところを意識することから始まるのかな

とは思いますね。そういった意味で、あとは 48番目のこの文化振興についてですが、こ

こら辺につきましてはいかがでしょう。この文化芸術の担い手を育成というのが問題には

あるんですけれども、そういうのは支援事業で参考の方に書かれていますから、これはさ

れているということでよろしいでしょうか。 
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齋藤委員 

具体的に何をやっていらっしゃるんですか、この担い手の育成とか。 

事務局（岩崎文化課長） 

芸術・文化フォーラムという団体がありますけれども、そこにうちは市の方から補助金

を出しているわけです。そこでは各小学校とか中学校へ行って邦楽ですね、尺八だったり、

お琴だったりを行って教えるというアウトリーチ、そういう教室をやっていたりします。

あとは、演劇ワークショップを開いて子どもさんたちに参加していただいて、実際舞台に

立ってやりましょうというような取り組みをしています。 

あと、福井市の文化協会では、今年の夏もやりますが養浩館で絵画教室ということで、

養浩館を描こうという教室をここ何年か続けてやっております。子どもたちにそういった

文化に触れてもらう機会をつくって、また続けていただくということを考えています。 

島田部会長 

ある程度活動されているということで。 

齋藤委員 

先ほどのお話と絡むんですが、こちら側からこういう歴史を学んでほしいとか、こうい

う歴史とかあるいは文化をずっと担っていってほしいということで、そういう和楽器や歴

史を教えるとかいうことをやっているんですけど、子どもの方のニーズはどうなのかなと

いうのをちょっと疑問に思うことはあるんですね。例えば子どもたちは、本当はダンスが

やりたいんじゃないかとか、ダンスで発表会をやりたいんじゃないかとか、その辺のギャ

ップとかいうのが常にあるような気がしています。 

でも、確かにそっちにだけに行ってしまうと、本当は残さないといけないものも残って

いかなかったりするので、そこはやっぱり公的に支えていかなきゃいけないところだとは

思うんですが、なかなかみんなに受け入れられる施策というのが難しいなと思います。 

事務局（東教育委員会次長） 

和楽器をやっているんだけど、子どもたちはヒップホップダンスをやりたいとかいうこ

とですね。 

事務局（吉川学校教育課長） 

今どちらも学校教育としては取り入れていくことにはなっているので、その日本の伝統

文化の理解ですとか、ダンスについても体育では今必修になっていますから、いろいろな

意味で今の文化・芸術フォーラムなんかの取り組みでその芸術的な部分もあれば、学校の

中で当然授業として芽生えさせていくという部分もあるのかなという気はしますけど。 

どこかで子どもが興味を持って、僕はこれをやりたい、私はこれを伸ばしていきたいと

いったといったときに、やっぱりあとは先から出ている受け皿の問題になってくるのかな

という気はするんですけど。そうなると、やおら中央とか東京に行って学んできてしまう

とかいう話になってしまうと、またそれはそれで寂しいかなという気はするんですけどね。 

鈴木副部会長 

さっきも感性豊かなというキーワードがあったじゃないですか。こういう文化は本来ち

ょっと気付かないところを気付くというか、橘曙覧さんの話じゃないですけど、朝起きて

ってありますよね、有名な句。普通だったらちょっと気付かないけれども、朝起きて昨日

咲いてない花が咲いているということに対して、ぱっと喜びを。普通の人だったら自分の
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感性を高めるためにこの文化というのがあるんじゃないかなと、僕はそういうふうに思う

んですね。琴だったり、お茶だったりすることも。 

そういう、子どもたちにこれがお茶だよ、じゃなくて、そのお茶を通じて何を気付くか

というところがあると、これは心の教育とかそういうところになるのかなと思うんですけ

ど。だから感受性というか、感性豊かなというキーワードが出てきて、ゲームより面白い

世界があるなとつながったらいいなって。理想論ですけどね、この辺は。そういうお茶を

通じて学ぶ心というか、そういうのを。やってないという話をしたいわけではないんです

けど。 

桶師委員 

今やっていたね、お茶を親子でたてませんかというので。 

事務局（岩崎文化課長） 

先週、土曜日でしたっけ。おさごえ民家園の方で子ども茶会というのもやっていますし。 

桶師委員 

この間の土曜日にありました。 

事務局（岩崎文化課長） 

とにかくそういった機会がないと気付いてもらえないというところがありますので、お

茶会だったり、あと市民文化祭なんかでも子どもの生け花を展示してみたりとか、各文化

団体がそれぞれに子どもさんにアピールするというのを持ってやっていらっしゃるとは

思うんです。 

島田部会長 

そこはぜひここに、施策の中に書いてあるようなかたちでどんどん進めていただければ

とは思いますけれども。 

あと、自然科学ということで、それに関する項目が弱いというような指摘もちょっとあ

りましたけれども、ここら辺はいかがでしょうか。時間もだいぶなくなってはまいりまし

たが。 

事務局（東教育委員会次長） 

この自然史博物館の事業、自然科学教育の推進なんですけど、博物館の政策としては美

術館もありますし、郷土歴史博物観もあります。自然史博物館のことを文化振興に入れた

んですけど、事務局は正直申し上げてそこは悩んでいたところなんですね、どこに入れる

べきかというので。文化というものを広く捉えて自然もそこに入るということで、美術館

と自然史博物館についてはここに入れたわけですけれども。 

桶師委員 

今度建物が新しくできて、プラネタリウムとか、自然の科学とかというのも入れられる

と思うんですが、そういうので私はこれを何か一言入れたのかなという感じもしたんです

が、そういうことは何もしてないんですか。 

事務局（東教育委員会次長） 

体系的に進めていくんですけど。坂さんの方から。 

事務局（坂自然史博物館副館長） 



第４部会（第２回） 

 

- 32 - 
 

自然史博物館ですけど、自然科学教育の推進とかいったようなことは当然学校教育とい

う部分と、そこからちょっと違う部分で学ぶんです。教科書に出てくることは基本的には

普遍的なことが原理原則として出てくるとは思うんですが、そうではなくて、例えばそれ

を足羽山に置き換えたらどうなるのか、足羽川に置き換えたらどうなるのかということで、

学ぶというか自分で体験をするとか経験をするとかいうことが、たぶん興味を持つスター

トになるところだろうと思っています。 

博物館というのは、本来子どもに対していうと、そういう今の話の過程の中でいえば最

初の気付きというか、興味を持つきっかけということ、あるいは興味を持ったことをもう

少し掘り下げてみようという機会を提供する場だろうと認識しています。 

駅前に今できる新しい天文宇宙ということに関していいますと、福井市の場合は藤田良

雄先生であったり、南部陽一郎先生であったり、すごい世界レベルの人が生まれるぐらい、

科学ということに関しては少しよその地域に比べると注目をしてもいいのかなという環

境の中にあるわけですが、実際そうしたものが次の世代を担う人たちにあまりうまく継承

できるようなかたちになっていなかったということが１つあるものですから、新たにそう

いう天文であったり、宇宙であったりといったことをきちんと誰でも学べるような場にし

ていきたい。それを福井の再開発事業の中で位置付けをさせていただいて、より多くの人

たちにそういうきっかけをつくる機会をつくっていきたいということになるんだろうと

思います。今の位置付けといたしましては。 

これが向こう５年間の間にどの程度浸透していくのかは、実際にやってみないとわから

ないわけですが。ただ、博物館の機能としては、博物館自体というのは提供をするという

ことと、もう１つは、学芸員がそういった提供できるものの中からより掘り下げていきた

くなるようなものを選択して、もう一度自分たちで料理して出していくという作業、これ

は継続的に繰り返していく作業という意味合いで考えます。 

ですから博物館の本務という捉え方でいえば、特出しをしていく性格のものではないの

かなというのが基本的なスタンスであるんだろうと思います。ただ、今この場合駅前とい

うところに立地する以上、ある程度それを評価していかなければいけない部分も生まれて

くるわけですから、そういった部分をどう捉えるのかということで、例えば恐竜みたいな

ものと対峙させて、少し天文宇宙が福井の特徴ですよというのがうたえ得るのかどうかと

いったことも含めて、それを少し評価していかなきゃいけないのかなとは思っています。 

先ほどプラネタリウムとおっしゃられていますけれども、実際はドーム映像を上映する

シアターです。ここは星だけを映すわけではなくて、自然であってもいいし、造形物であ

ってもいいし、アートであってもいいという、どんなものでも映像として映し出していく

ことが可能ということなんです。そういった面については、新しい駅前にできる情報発信

の場として積極的にうたっていくことが、これはあってもいいのかなとは思っています。

以上です。 

桶師委員 

でもあれは、第２博物館ということで、第１はやっぱり足羽山の方にあるということで

すが。福井市ではないですけれど、東尋坊の石とかああいうようなものを吉村先生がすご

く頑張って発表したり、研究したり、貝のアンモナイトみたいなのを探してみたりとか、

いろいろなものがいっぱいあったように思うので、もっと福井らしいというのも表現でき

るのかなという感じで私は思っておりました。 

それにつながってプラネタリウムも、いろいろ南部先生とか、毛利先生とか宇宙のあれ
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もした人とか、ああいう有名な方がいっぱいいたので、福井らしさをもっとアピールでき

るかなという感じで思っておりました。ちょっと入れていただけるとありがたいなと思い

ます。 

事務局（山田総合政策室長） 

まちの目玉にもなりますね。入れ方は少しまた考えます。 

桶師委員 

考えてくださるといいかなと思っております。 

齋藤委員 

天文というのは、天体望遠鏡とかもあるんですか、そこは。 

事務局（坂自然史博物館副館長） 

足羽山の。 

桶師委員 

足羽山の方にあります。 

齋藤委員 

足羽山じゃなくて、そのプラネタリウムの方はプラネタリウムだけ。 

事務局（坂自然史博物館副館長） 

だけです。 

齋藤委員 

でもやっぱり天体望遠鏡は六呂師の方がいいですよね。空が開けてきれいなので。 

桶師委員 

それは星が全部、天体が見えるから。広いからね。 

齋藤委員 

足羽山のあの博物館もとてもいいと思いますので。 

事務局（坂自然史博物館副館長） 

星については、うちの方でも観望会は今年、来週は越廼でやります。８月に入ると一乗

谷でやってみるとかいう。それと全小学校をベースに星空調査という、星がどの程度各校

区で見られるかという調査も、この夏以降始める予定なんです。そういった基礎研究をき

ちんとした上で、福井に生まれ育った人にとって見える空というのが少し心に残って、次

の世代につないでいけるようにはしていきたいと思っています。 

 

齋藤委員 

私はぜひそれはずっとしていただきたいなと思います。 

 

３．まとめ 

島田部会長 

それではそろそろ時間がまいりましたので、もうご意見の方はよろしいでしょうか。本
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日は施策につきまして、３つの政策を順番に、12番の政策については 41から 44という

かたちでご意見を頂戴しております。最初に言いました、このお手元の資料の黄色い部分

についていろいろご意見を頂きましたものを、また事務局の方と相談しまして、施策の方

にできるだけ反映していくというかたちで検討をしたいと思っております。 

この第２回の今日審議しました論点につきましては、実は９月開催予定に部会間調整会

議というのがございます。そこに私と鈴木委員の２人がこの教育部会というかたちで出さ

せていただきますので、その内容に関しましては、委員の皆様、私どもにご一任というか

たちでよろしいでしょうか。どうもありがとうございます。ではそのようにさせていただ

きますので、よろしくお願いをいたします。 

あと、事務局から何かございましたらお願いいたします。 

 

４. 閉会 

司  会 

私の方から２点お願いと確認があります。まず１点目ですが、もうすでにご連絡を差し

上げているかと思いますけど、第２回目の審議会のご通知を差し上げています。10月 26

日月曜日、10時からアオッサ６階の方で開催させていただきますので、ご出席の方をよ

ろしくお願いします。 

それからもう１点ですが、第３回目の専門部会の日程についてですが。本日机の上に日

程調整表を置かせていただいております。もし今日お書きいただける方は、恐れ入ります

がご記入いただきまして、机の上に置いて帰っていただきたいと思います。もし今日記入

できない場合は、恐れ入りますが８月 21日までに、別に８月 21日いっぱいというわけで

はないんですが、ご自宅の方でご記入いただきまして、ファクス等で返信していただきた

いと思います。よろしくお願いします。２点についてお願いしたいと思います。 

 

 

                                    （以  上） 
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